






要約:進行性筋ジストロフィー愚児の保健医療需要を知る目的で、滋賀県内の 20才以下の

患者の受診状況と、当センターに通院する 19名のうち 11 名についてアンケート調査を行

った。把握し得た県内の患者は 27名で、年々通院医療を選ぶ者の増加傾向がみられた。当

センター通院中の患児では、介護者は大半が母親で、家庭での介護、患児の疾患受容、予

後に対する不安等が同盟であった。本症は、小児慢性特定疾患の医療給付対象外だが、障

害の軽い段階から治療に対する公的援助が必要と考えられる。 


